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以上について2023年9月3日の『福島民報』でも報道されました。（報告・事務局山崎健一）

原発事故被災者は語る

顎.文馴孵rそこに原発があったから』
東京の写真家でルポライターの菊池和子さん（会員）が､福島第一原発

事故被災地の相双地区を訪ね歩き被災者の取材を重ね､多くの写真とともに

その被災体験をまとめた著作｡9月5日遊行社から発行の新刊です。

特に帰還困難区域の浪江町津島地区の被災者の様子や､本会事務局員で

「鈴木安蔵を讃える会｣会長志賀勝明さんの反原発闘争については読み応え

があります｡(遊行社･日野市平山1-8-7,86判･141ページ･￥1800＋税)。

九条は局琴ぢ

会員さんの著作
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厩聞投書|えん罪､松1l1事件も袴田事件も ▼2023年10月25日『福島民報』
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福島市。雛碓福島市の映画館で、筆
福島大学で開催された

間も死刑囚として獄中生
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